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授業テーマ
障害のある子ども理解の方法と、一人ひとりのニーズ（障害の状態等）に応じたさまざまな指導法の実際につい
て学ぶ

目的と概要

障害のある子どもの一人一人の教育的ニーズに応じて適切な指導及び必要な支援を行うためには、適切な実
態把握の仕方と、さまざまな指導法の知識や技能の習得が必要である。指導にあたっての心構えと子どもの細
かな反応を読み取る感性の磨き方、子どもの見方・とらえ方、具体的な指導の方法、個別の指導計画の作成手
順等についての理解と技能を深めることを目標とする。

成績評価法
毎回の授業での提出課題（15回×５点＝75点）、課題レポート①（10点）、課題レポート②（15点）により総合的
に評価する。

テキスト 毎回プリント資料を配布する。

参考書 必要に応じて適宜紹介する。

履修に当たっ
ての注意・助言
/準備学習

・授業出席を重視するので、欠席や遅刻回数に留意すること。
・講義計画に関連する雑誌や本を積極的に読んで理解を深めていくこと。
・本授業は講義・演習・協議形式を多く取り入れ、理解したことを表現・言語化していくことを重視する。

講義計画

　１．特別支援教育とは　　　　　　　　幼稚園、小・中学校、高等学校、特別支援学校における特別支援教育

　２．子どもとの関わりにあたって　　　障害のある子どもと関わる上での心構えと感性について

　３．子どもの見方・とらえ方（１）　　アセスメントの目的と方法（行動観察法・検査法、情報収集法等）

　４．子どもの見方・とらえ方（２）　　知的障害・自閉症等の行動特性、認知特性について

　５．指導法の実際（１）　　　　　　　演習：知的障害のある子どもの特性に応じた指導・支援とは

　６．指導法の実際（２）　　　　　　　演習：知的障害のある子どものスモールステップ指導（課題分析法）

　７．指導法の実際（３）　　　　　　　自閉症・知的障害のある子どものコミュンケーション指導の方法

　８．指導法の実際（４）　　　　　　　肢体不自由、知的障害等のある子どもの姿勢・動作指導の方法

　９．指導法の実際（５）　　　　　　　ことばの発音が不明瞭な子どもの言語指導の方法

１０．指導法の実際（６）　　　　　　　絵や写真カード、身振り等を用いたコミュケーション指導の方法

１１．指導法の実際（７）　　　　　　　演習：障害のある子どもの興味を引く教材・教具の工夫と開発

１２．自立活動の指導について　　　　　自立活動とは、自立活動の内容と実際、知的障害児の自立活動

１３．実践アクセス講義（ｹﾞｽﾄ・ﾃｨｰﾁｬｰ）障害のある子どもの子育て体験を聞く（保護者から学ぶ）

１４．個別の教育支援計画と個別の指導計画作成の意義、作成手順とシステム、PーDーCーAサイクル

１５．総括まとめ　　　　　　　　　　　指導に必要な専門性、チームアプローチ、研修の方法について
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